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３　再発・類似事例の発生状況

【４】 「ガベキサートメシル酸塩使用時の血管外漏出」（医療安全情報№ 33）に
ついて

（１）発生状況

医療安全情報№３３（平成２１年８月提供）では、「ガベキサートメシル酸塩使用時の血管外漏出」

を取り上げた（医療安全情報掲載件数６件　集計期間：平成１８年１月～平成２１年６月）。患者に

ガベキサートメシル酸塩を投与する際、添付文書の「用法・用量に関する使用上の注意」に記載され

ている濃度を超えて使用した事例は、平成１６年に１件、平成１７年に３件、平成２０年に２件、平

成２１年に６件報告された。このうち、本報告書分析対象期間（平成２１年１０月～１２月）に報告

された事例は１件であった（図表Ⅲ - ３- ６）。

図表Ⅲ－３－６　「ガベキサートメシル酸塩使用時の血管外漏出」の報告件数
１～３月 
（件）

４～６月 
（件）

７～９月 
（件）

１０～１２月 
（件）

合計 
（件）

平成１６年 １ １

平成１７年 １ １ １ ０ ３

平成１８年 ０ ０ ０ ０ ０

平成１９年 ０ ０ ０ ０ ０

平成２０年 １ １ ０ ０ ２

平成２１年 １ ３ １ １ ６

図表Ⅲ－３－７　医療安全情報№ 33「ガベキサートメシル酸塩使用時の血管外漏出」
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III　医療事故情報等分析作業の現況

（２）ガベキサートメシル酸塩の製品

平成２１年１２月現在薬価収載品目は以下の通りである。

○アガリット静注用１００mg

○アロデート注射用１００mg ○アロデート注射用５００mg

○注射用エフオーワイ１００ ○注射用エフオーワイ５００

○ソクシドン注

○注射用パナベート１００ ○注射用パナベート５００

○注射用プロピドール１００mg ○注射用プロピドール５００

○注射用メクロセート１００mg ○注射用メクロセート５００mg

○レミナロン注射用１００mg ○レミナロン注射用５００mg

（３）事例概要

本報告書対象期間内に報告された事例の概要を以下に示す。

事例１
患者にＤＩＣ及びショックの治療のため、「レミナロン（ガベキサートメシル酸塩）１０００

mg＋５％ブドウ糖５００mL（０. ２％）」を２０mL/h で末梢（左手）より３日間投与した。

３日後、血小板が１. ９万となりＤＩＣの治療強化のため「レミナロン（ガベキサートメシル酸塩）

１６００mg＋５％ブドウ糖５００mL（０.３２％）」を２０mL/hで末梢より投与した。その翌日、

左手刺入部位の皮膚壊死となり、左足に血管確保を行った。４日後、左足刺入部の皮膚壊死を

認め、ガベキサートメシル酸塩による静脈炎、皮膚壊死と判断し投与を中止した。

（４）事例が発生した医療機関の改善策について

事例が発生した医療機関の改善策として、以下が報告されている。

①ガベキサートメシル酸塩を投与する際は、中心静脈から投与する。

②薬剤の危険性に関し、再度周知徹底する。

（５）用法・用量に関連する使用上の注意について

ガベキサートメシル酸塩の添付文書では、濃度について以下のような注意喚起が記載されている。

《例：レミナロンの用法・用量に関する使用上の注意の記載》添付文書１、２）　一部抜粋

＜用法・用量に関連する使用上の注意＞

汎発性血管内血液凝固症には

本剤は高濃度で血管内壁を障害し、注射部位及び刺入した血管に沿って静脈炎や硬結、潰瘍・

壊死を起こすことがあるので、末梢血管から投与する場合、本剤１００mgあたり５０mL以上

の輸液（０. ２％以下）で点滴静注することが望ましい。
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３　再発・類似事例の発生状況

（６）まとめ

平成２１年８月に提供した医療安全情報では、事例が発生した医療機関の取り組みとして、ガベキ

サートメシル酸塩を投与する際は、可能な限り、中心静脈から投与すること、ガベキサートメシル酸

塩を末梢血管から投与する際は、輸液の濃度を０. ２％以下（本剤１００mgあたり５０mL以上の輸液）

とすることを掲載した。

本報告書分析対象期間内に報告された医療機関の取り組みは、医療安全情報で提供した内容と同一

のものが含まれており、それを医療機関内で周知徹底することが今後も必要であることが示唆された。

引き続き、類似の事例の注意を喚起するとともに、類似事例の発生の動向に注目していく。
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